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１ 生体防御・T細胞の選別 

問１．ア…細胞性 イ…体液性 ウ…樹状細胞 エ…抗原提示 

   オ…マクロファージ 

問２．T細胞：胸腺 B細胞：骨髄 

問３．未熟な T細胞は細胞分裂で増殖する際に遺伝子の再編成を行い多様な可変部の TCRを獲得する。

多様な可変部を持った未熟な T細胞は，胸腺で MHCに結合した自己分子と TCRで結合する。自己分

子と TCRが強く結合する T細胞は除去されることで自己に対して攻撃する T細胞が除かれて確立す

る。 

問４．自己免疫疾患 

問５． 

         

問６．抗原抗体反応 

問７．二次応答 

   ワクチンは自身の免疫細胞の免疫記憶を利用することで異物に対応するが，血清療法は他の生物

が免疫応答により作り出した抗体を含む血清により異物に対応する。 

問８．A C 

 

 

２ 細胞分画法・異化 

問１．２番目：タンパク質 ３番目：脂質 

問２．溶血 

問３．リソソーム内に存在する加水分解酵素により，細胞内構造体やタンパク質が分解されるから。 

問４．a c  

問５．ピルビン酸をクエン酸回路により二酸化炭素まで分解するとともに脱水素反応を行う。そこで生

じた還元型補酵素と酸素を用いて，電子伝達系により多量の ATPを産生する。 

問６．マトリックス 

問７．c 

問８．代謝経路：解糖系  ATP：11mmol 

  



３ 植物の環境応答・花芽形成の調節 

問１．ア…光周性 イ…限界  ウ…長日  エ…短日  オ…中性 

   カ…概日リズム キ…生物時計 

問２．④ ⑤ ⑥ 

問３．(1)A C D E (2) B   (3) B C   (4) なし 

問４．Hd3a遺伝子 

問５．(1)葉の維管束師部で合成された後，師管を通り茎頂へと移動する。（２６） 

   (2)花芽形成に関する遺伝子の発現促進。 

(3)一定期間低温にさらされること。（１５）  (4)FT遺伝子の発現抑制。 

(5)秋の段階では高い発現レベルだが，春が近づき温度が上昇すると発現レベルが低下する。 

 

 

４ 動物の環境応答・聴覚 

問１．ア…耳殻  イ…鼓膜  ウ…耳小骨 エ…リンパ オ…聴細胞 

   カ…聴神経 キ…聴覚野（大脳皮質） 

問２．うずまき管の入り口から遠い位置。 

問３．表面積を大きくし，反応に必要なタンパク質をより多く配置することができる。 

問４．高音はうずまき管の入り口から近い部位をよく振動させ，低音は遠い部位にまで伝達され振動す

る。振動部位が違うことにより反応する聴細胞が異なり，聴覚野の異なる部位に伝達され音の高低

を聞き分けることができる。（９９） 

問５．(1)X：力学 Y：電気   

(2)聴細胞の感覚毛がおおい膜と衝突し，聴細胞が興奮したとき。 

問６．(1)感音難聴 (2) ① ② ④ ⑤ 

 

 

  



【講評】 

大問数は去年と同じ４問であった。判断に迷う問題もあり分量も昨年より増加しているので，解答時間

的には少々タイトであったかもしれない。知識問題：考察問題＝８：２(昨年は８：２)で，昨年と同じ配

分である。問題のレベルは，基本：標準：発展＝５：４：１(昨年は５：４：１)で，昨年と同じレベルで

あった。昨年と同様に計算問題も出題された。論述問題は例年通り多数出題された。 

 

１ 免疫に関する標準的な問題だが，問３の T細胞が自己を攻撃しない仕組みを正確に論述するのは難し

い。問７は定番の論述問題なので，是非書けるようにしたい。 

 

２ 細胞分画法と異化に関する標準的な問題。計算問題があるが基本的なモル計算である。 

 

３ 花芽形成に関する標準的な問題。状況を判断すべき実験が多く，情報を丁寧に整理しながら解く必要

がある。 

 

４ 聴覚に関する標準的な問題。音程と基底膜の位置関係は頻出なので，是非理解しておきたい。問４は

音程の違いを受容する仕組みは内耳であるが，音程を判断するのは脳であることに注意して論述する必

要がある。問 6は受験生には判断しづらい問である。 
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